


































プみやぎは FT を民衆交易、パルシステム連合会は FT を国際産直と呼んでいた。販売手法に
関しては、みやぎ生協は店舗販売をしており、FT商品の売上が芳しくないため、販売促進も
できていなかった。あいコープみやぎは、共同購入という形をとっており、FT月間という FT
商品の販売促進期間を設けていた。パルシステム連合会も同様に共同購入で、ファミリー層
向けとカップル層向けの二種類のカタログを使用していた。最後に、組合員との関わりに関
して、みやぎ生協は、試食イベントや広報誌のテーマに合えば、FTを紹介するということで
あった。あいコープみやぎは、大きく分けて勉強会、全体イベントと機関誌の三つの関わり
があった。勉強会、機関誌は組合員が主体となって活動していた。最後にパルシステムは、
主に産直交流会・公開確認会・商品展示会・学習会・機関誌の五つの関わりがあった。 
【結論】 
以下の二点を結論として挙げる。まず、比較的小規模の生協の方がより理念に近い施策を
とることができると考えられる。規模が小さい故に、各生協の職員と組合員が相互に理解で
き、その結果、商品の購買につながる。次に、店舗と購買という販売手法によって、商品が大
きく異なっていた。 
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